
企業向け森林サービスを軸とした関係人口創出事業

▼事業タイトル

事業全体概要 厚真町は、チャレンジャー支援を積極的に行っており、地域課題をビジネス的に解決するローカルベンチャーの育成誘致を推進しています。
空港から近い地の利、企業が企業を呼ぶ風土がある強みを活かし、関係人口創出・新たな外貨の獲得を図るためのプログラム造成・デジタル技術を活用
した新たな情報発信・デジタルコミュニケーションを行います。
① 森林をフィールドとした“体感型企業研修プログラム”の造成
② 厚真町メタバース空間の作成

森林事業展開
情報発信

厚真町

・震災からの復興
・町内への経済波及
・外部人材や企業の
共創機会の創出

・新たな情報発信手段

森林関係者
（ATUMANOKI96）

・素材の高付加価値化
・冬期等の収益源の確保

企業・個人
・健康経営、SDGsへの対応
・早期退職対策など人材育成
・社員のウェルネス向上
・新たな事業機会の創出
・密度の濃い交流

仕事づくり

森林・景観
づくり

人・組織
づくり

展開イメージ

セラピー・ヨガ

馬搬林業 林業体験

ワーケーション アスレチック

エコツアー

厚真町で展開できる健康・観光・教育等✖️森林コンテンツのイメージ

「体感型企業研修」として提供

厚真町
・産業創出↗
・経済波及増↗
・視察負担減↘
・関係人口増↗

森林関係者
・収益増↗

・視察負担減↘
・林業の魅力増↗
・人材の確保↗

企業等
・社員の健康、幸福度増↗
・帰属意識、仲間意識↗
・事業機会の創出↗
・企業の魅力↗

厚真町の創造的復興の加速
①森林・林業業界の活性化／②関係人口増加による町の活性化

▼想定する事業効果

目指す姿

チームビルディング

マウンテンバイク

現状と課題



企業向け森林サービスを軸とした関係人口創出事業

▼事業タイトル

本事業での
目標

事業内容詳細

① 厚真町に点在している森林サービスコンテンツの「体感」を価値とした企業研修という形で有償で提供し、町と企業が相互に持続性を担保でき
るビジネスモデルを構築する

② デジタル技術を活用した新たな情報発信媒体を作り、関係人口創出につなげる

実施体制

厚真町森林サービス推進連絡会

厚真町
• 関係人口増の取組と

して事業を推進
• 視察受入のノウハウ

を提供

森林関係事業者
(ATSUMANOKI96)

• 林業、馬搬、製材工場、
森林教育や森遊びなど
豊富な森林コンテンツを
提供

厚真町観光協会
• 町内ツアー開催の

ノウハウ提供
• 林業以外の観光コン

テンツを提供

sonraku/とける/さとゆめ
コンテンツ作成及び事業運営

ビジネスモデル検証

東武トップツアーズ
観光コンテンツの検討

企業への販売

富士通
メタバース作成など

デジタル技術での体系化

受入窓口

①体感型企業研修構築

③デジタル技術導入 ④企業への販売体制構築

②窓口の一元化

• 企業の研修ニーズ把握
• 町の豊富な森林コンテンツと健

康・観光・教育等の体験コンテン
ツをかけ合わせた「体感型企業研
修」を企画・運営

• 実際に企業を町に招き効果を実証

• これまで視察等の受入を行なって
きた町役場が企業受入のノウハウ
を提供

• 企業の受入窓口、町の森林事業者
との調整など、窓口業務を一元化

• 事前学習、町の基本情報、研修アー
カイブなど、研修に必要な情報をま
とめたメタバース空間を作成

• 厚真町観光協会と旅行業の民間企
業が連携し、「体感型企業研修」
をツアーとして企業に販売できる
体制を構築

▶︎研修の質向上（事前学習等）
▶︎町内外の人・企業の交流の場

▶︎全国規模での販売を視野に
▶︎既存学習プログラムとの連携を図り
より強い訴求力を持たせる

▶︎町の強みを活かした森林資源の新た
なビジネスモデルを創出

▶︎役場職員だけでは難しいきめ細やか
な対応、持続可能な運営体制構築と
確実な収益化を図る

行政や観光協会、町内の森林事業者、厚真町と関わる民間企業が連携して
企業向け森林サービスを提供する体制を構築し、自走化・持続可能な運営を担保。

連携
町の情報提供

研修の一元窓口
メタバース 事前学習・

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの場

調整

社員のウェルビーイング向上 研修によるチームビルディング・人材育成

地域課題の理解・深掘 新規事業創出に向けた新しい視点の獲得

町外の民間企業（顧客）

期待される
効果

町内外の人・企業が森林空間で協働・協業を図ることによる、創造的復興の加速や関係人口増加 ▶︎ まち全体の活性化へ

研修ツアー販売


